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第 1 章 はじめに 

1.1 本調査の趣旨 

本報告書は、新潟県が進めている夢プロジェクト調査研究事業の一環として、新潟県産業の

高付加価値化を推進するために、今後成長が見込まれる航空機産業について調査し、まとめた

ものである。本報告書では、新潟県が技術優位性を有していると考えられる航空機用ジェット

エンジンに焦点を当て、当該分野に関する市場動向及び技術動向について、文献調査やヒアリ

ング調査を行い、当該分野への新潟県内企業の参入可能性や課題を抽出した。 

調査を進めるに当たっては、新潟県並びに新潟県工業技術総合研究所の技術及び県内企業が

持つ強みと、発注サイドが持つ市場のニーズをマッチングするように、以下のような調査フロ

ー（図表１）を作成し、その流れに沿って調査を実施した。 

 

図表１ 本調査の進め方 

 

出所：機械振興協会経済研究所作成。 

 

1.2 航空機産業と航空機ジェットエンジン分野への注目 

近年航空機産業は、世界的な成長産業として大きな注目を浴びている。その最大の要因は、

今後予想されている航空需要の伸長と、それに伴う航空機のニーズ増加である。航空機のニー

ズ増加は、比例して航空機部品の需要を増やすことになる。それゆえ、ボーイング社やエアバ

ス社等のプライムメーカーから部品加工を多く受けている日本では、航空機需要の増大が、国

内航空機産業における発注の増加を期待させているのである。 

図表２に見られるように、世界では今後 20 年余りで約 31,000 機の需要1が創出されると予

                                                   
1 この需要には、代替需要も含まれる。 

さらに他地域の先進事例分析により、モデルケースを提示する

発注サイドのニーズに応え、新潟県と県内企業・大学が
連携することによる市場参入の可能性を探る

１．次世代材料の
トレンド把握

①次世代材料の変化
・航空機用ジェットエンジ

ン、同材料の動向、加工
技術と課題

②品質・規格・認証
・品質管理（認証取得）の

問題

２．発注サイドの
ニーズ把握

①発注企業のニーズ
・発注企業が次世代材料へ

の変化の中で、どのよう
なニーズを有しているか

・一次加工企業が、どのよ
うな加工を行っているか

②シーズとのマッチング
・貴所技術の有効性と課題

３．県内企業の潜在力提案

①県内企業の参入可能性
・県内企業が有する技術等の経

営資源
・県内大学のシーズが参入に活

用できるか

②ケーススタディの提示
・市場参入可能性、及び課題を

析出




